
トラフィックシェーパー

帯域制御が、ついに10Gbit/s回線時代に突入。
クラウド級のトラフィックを平滑化する余裕のパフォーマンスで、回線を有効利用。

●基本仕様

PureFlow GSX
NF7101C
1 kbit/s～10 Gbit/s※1

1 kbit/s （最大フレーム長2,048byte設定時） 5 kbit/s （最大フレーム長10,240byte設定時）
8階層
標準4,096　オプション適用時最大40,000※2  
40,000
SFP+/SFPスロット×2　使用可能モジュール：10GBASE-SR/LR、1000BASE-SX/LX、10/100/1000BASE-T
RS232C（RJ-45）（RJ-45/DB9ケーブル付属）
CFA規格 3.3V対応
USB2.0　コネクタタイプ：タイプA
10/100/1000BASE-T
IEEE802.1Q（ 802.1ad Q-in-Q※3）、IPv4パケット、IPv6パケット
VLAN ID、CoS、Ethernet-type
IPアドレス、プロトコル番号、ToS（IPv4）、トラフィッククラス（IPv6）
TCP/UDPポート番号
最低保証帯域設定、最大帯域設定、バッファサイズ、優先度（8レベル）
2,048 byte（出荷時）または 10,240 byte
1,518byte
コンソール/Telnet/SSHによるCLI、RADIUS認証対応、WebAPI
コンソール/Telnet/SSHによるCLI、SNMPv1/v2c/v3、EnterpriseMIB、SYSLOG、ピークレートモニタ
モニタリングマネージャ2※4によるトラフィック監視
対応
AC100 V～AC127 V、AC200 V～AC240 V、50/60 Hz± 2 Hz
180VA以下、140W以下
0～40℃
20～80%（結露なきこと）
88（H）,436（W）,471（D）mm （突起物は除く）
9.5kg以下（電源ユニット2台実装時）
CFカード、SFP+モジュール、SFPモジュール、帯域拡張ライセンス、シナリオ拡張ライセンス、電源コード
UL60950-1、CSA C22.2 No.60950-1-07
VCCI-A、FCC-A、JIS C 61000-3-2

モデル
形名
制御可能帯域幅
帯域制御設定単位
最大シナリオ階層
最大シナリオ数   
最大フィルタ数
インターフェース ネットワークポート
 コンソールポート
 CFカードスロット
 USBポート
 管理用イーサネットポート
帯域制御 制御可能トラフィック
 管理可能な項目 レイヤ2
  レイヤ3
  レイヤ4
 帯域設定
最大フレーム長 ネットワークポート
 管理用イーサネットポート
運用管理 設定
 管理
 その他
障害対策 リンクダウン転送機能
電源
消費電力
環境条件 動作温度
 動作湿度
寸法
質量
オプション
安全規格
妨害波規格

項  目 仕  様

※1：標準時1Gbit/sまで制御可能  2Gbit/s、4Gbit/s、10Gbit/sへの拡張は別途オプションライセンスが必要　　
※2：10,000シナリオ、40,000シナリオは別途オプションライセンスが必要   
※3：多重VLANについては、QinQフレームのみ制御可能　　
※4：別売モニタリングソフトウェア「モニタリングマネージャ2 」およびインストールサーバマシンが必要

●帯域拡張ライセンス／シナリオ拡張ライセンス

PureFlow GSXは、制御可能帯域幅とシナリオ数にライセンス制を導入。
使用環境に合わせてステップアップできます。

License
PureFlow
GSX

シナリオ拡張
ライセンス

10k
40k
10k to 40k

1Gから10Gへ
アップも可能帯域拡張

ライセンス

帯域拡張ライセンス例

2G
4G
10G
2G to 4G
2G to 10G
4G to 10G

 1G
2G

4G

 帯域 10G

 2Gライセンス

4Gライセンス

10Gライセンス
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